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要約

　 日本の音楽教育はこれ まで海外の音楽教育思潮 に学びなが ら展 開されてきた。なかで も,ハ ンガ リー

で コダーイ ・ゾル ター ンが提唱 した音楽教育は,半 世紀にわた り現在まで 日本の教育実践 に大きな影

響を与 えてきている。 しか しなが ら,ハ ンガ リーの音楽教育の 日本へのアダプテーシ ョンが社会的 ・

文化的な背景を十分に考慮 してな されてきた とはいいがたい。一方 で国際的にコダーイ ・コンセプ ト

が広 く受 け入れ られなが ら,他 方で深 く自国の民俗音楽を探究 してい るハ ンガ リーの現在 を参照す る

ことによって,日 本の小学校にお ける音楽科教育 と民俗音楽研究 との接点を再考する。
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1.は じめ に

　 2013年7月29日 か ら8月2日 にか けて,ハ ンガ リー の ケチ ケ メ トにお い て第21回 国際 コダー イ ・

シ ン ポ ジ ウム(Intenational　 Kodaly　 symposium)が 開催 され た。 筆者 は ケチ ケ メ トで の シ ンポ ジ ウム

に参加 す る とと もに,ブ ダペ ス トに あ るハ ンガ リー科 学 ア カデ ミー人 文科 学研 究セ ン ター音楽 学研 究

所(MTA　 BTK音 楽 学研 究所)を 中心 に,ハ ンガ リー 国 内の 民俗音 楽,民 俗 舞 踊 に関す る研 究 につい

て情報 提供 を受 け る機会 を得 た。

　 小論 は 主 と して今 年度 の海 外 調査 に も とつ いて 執筆 を行 う。 論 考 中,6.コ ダー イ の音楽 教育 理念 に

お け る民俗 音楽 の意 義 と必 要性 につ い ては,ブ ダペ ス トのArs　 et　Musica総 合 芸術研 究所 を主宰 す る高

橋 美智 子 が分担 執筆 し,5.ハ ンガ リー にお け る民俗 音 楽研 究 に関 しては,ハ ンガ リー 科学 ア カデ ミー

人 文科 学研 究セ ン ター音 楽 学研 究所 の 資料 の 高橋 に よ る抄 訳 と,同 研 究所 ハ ンガ リー 民俗 ダンス研 究

部 主任 で あ るフゲデ ィ ・ヤ ー ノシ ュの執 筆 に よる。

2.日 本 における民俗音楽教材 化の現状

　2008年 に告示 された小学校学習指導要領音楽編では,歌 唱の活動では 「それぞれ の地方に伝承 さ

れているわ らべ うたや民謡 など」,鑑 賞の活動では 「我が国の音楽 の特徴 を感 じとりやすい和楽器に
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よる音楽」が教材 として提示 され,解 説によれば 「箏 曲,和 太鼓の音楽な ど和楽器 の音楽 を含 めた我

が国の音楽,わ らべ うた,民 謡,祭 り難子 な ど生活 している地域 で親 しまれている音楽」(文 部科学

省2008a:p.48),「 和楽器 による音楽,雅 楽,歌 舞伎,狂 言,文 楽の一場面な どを含め多 くの人々に

親 しまれている我 が国の音楽」(文 部科学省2008a:p.64)と いった伝統音楽を教材 として選択 し,そ

の指導を一層充実す るよ う求 められた。また,中 学校では,歌 唱教材 には 「民謡,長 唄な ど我が国の

伝統的な歌唱の うち,地 域や学校,生 徒の実態 を考慮 して,伝 統的な声の特徴 を感 じとれ るもの」(文

部科学省2008b:p.34)を 含 めることとされ,伝 統的な歌唱 とは,「 仕事歌や盆踊歌などの民謡,歌 舞

伎における長唄,能 楽における謡 曲,文 楽における義太夫節,三 味線や箏などの楽器 を伴 う地歌 ・箏

曲な ど」を指す(文 部科学省2008b:p.38)。 高等学校 の学習指導要領解説 では,中 学校で示 された,「雅

楽,能 楽,琵 琶楽,歌 舞伎音楽,箏 曲,三 味線音楽,尺 八音楽な どや,各 地域に伝承 されている民謡

や民俗芸能」に声明を加 えて,「 我が国や郷土の伝統音楽の種類」の例 としている。 これは,2008年

1月 の中央教育審議会答 申において,「 国際社会に生 きる 日本人 としての 自覚の育成が求め られる中,

我が国や郷土の伝統音楽 に対す る理解 を基盤 として,我 が国の音楽文化 に愛着を持つ とともに他国の

音楽文化を尊重す る態度 を養 う観点か ら,学 校や学年 の段階に応 じ,我 が国や郷 土の伝統音楽の指導

が一層充実 して行われ るよ うにする」 ことが小学校,中 学校お よび高等学校 を通 じる音楽科の改善の

基本方針 とされた ことによる(文 部科学省2008a:p.3)。

　 改訂 された学習指導要領では,こ れ らの音楽についても西洋音楽 と同様に,音 や音楽 を知覚 し,音

楽を形づ くっている要素や構成 に着 目して,よ さや美 しさな どを味わ うよ うにすることが学習方法 と

して示 された。他方で,中 学校 では 目標に 「音楽文化についての理解を深め」 とい う一節が加 え られ,

高等学校 の学習指導要領解説 には,我 が国や郷土の伝統音楽がそれぞれ 固有の特徴を もつ こと,「種

類や特徴 を網羅的に扱 うのではなく,地 域や学校の実態等 を十分に考慮 して教材 を準備 し,我 が国や

郷土の伝統音楽の特徴 を感 じ取 り,理 解す るとともに,そ の理解が創造的な鑑賞に結びつ くよ うにす

ることが大切である」 とされたのである(文 部科学省2009:p.29)。

　 ここには,二 つの大 きな問題が潜んでいる。まず第一に,こ れ らの音楽は,「我が国や郷土の伝統音楽」

とい う一括 りの扱いをす ることのできない性格の ものである,と い う点である。いずれ も,明 治期以

前か ら継承 されてきた とい う点では時間的に長 く日本 に存在 してきた種 目であるが,た とえば,古 典

的な伝統音楽 ・芸能 として伝 えられてきた雅楽,能 楽 を授業で取 り上げる場合 と,そ れぞれ の地域で

人々に歌い変 えられ,流 行 し,伝 播 していった民謡やわ らべ うた等民俗音楽を扱 う場合 とでは,そ の

教材性は全 く異なる。第二に,「 音楽を形づ くっている要素や構成に着 目して,よ さや美 しさな どを

味わ う」ことは,一 つの作品,楽 曲をその教材 として想 定 してきた従来の音楽教育には有効 である と

しても,人 々の生活 とともにあ り,そ の時々に変化 し,つ く りかえ られてい く民俗音楽を捉 える際に

は,必 ず しも 「音楽を形づ くっている要素や構成 に着 目」 してその音楽を理解 した り,「美 しさ」 を

価値基準 として批評 した りすることが適切な学習過程 である とはいえない,と い う点である。

　 中学校で 「音楽文化 についての理解」が求め られ,高 等学校で 「種類や特徴 を網羅的に扱 うのでは

な く,地 域や学校 の実態等を十分に考慮」す ることが解説 に示 され なが ら,小 学校では,「 長い間親

しまれてきた唱歌,そ れぞれの地方に伝承 されているわ らべ うたや民謡な ど」が一括 りに 「世代を超

えて受け継がれてきた我が国の音楽文化」 と示 されてい る。 こうしたわ らべ うたや民謡,民 俗芸能の

扱いを見る限 りでは,民 俗音楽独 自の特質への顧慮は感 じられない。
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3.民 俗 音楽の特質 と音楽教育

　民俗音楽 と音楽教育 とのかかわ りは,国 楽が模索 され始める明治初年 にさかのぼる。 「終ニハ貴賎

二関ハ ラズ又雅俗 ノ別 ナク誰ニテモ何 レノ節ニテモ 日本 ノ国民 トシテ歌 フベ キ国歌奏ヅベ キ国調」,

す なわ ち,国 楽を興す ことの必要性が1878年 の 目賀 田種太郎の上 申書に書かれている(塚 原2009:

p.108)。 そ こでは,日 本の伝統音楽 を古典的な能楽 ・箏曲や琵琶歌,浄 瑠璃 ・長唄,小 唄俗曲の三つ

のクラスに分類 し,第 二,第 三 のクラスを通俗的(common)と しなが ら日本の伝統音楽や将来の音

楽教育について述べているが,山 住正己は 目賀 田の論を次のよ うに考察 している。

　 第一 の音 楽 は しだい に洗練 され て きた が,あ ま りに も形 式 に拘泥 し荘 重 さを も とめ るあま り,無

味 乾燥 でお も くる しい ものに な って きて しま い,そ の結 果,こ の音 楽 は 「一般 の 大衆 の感 情 には疎

遠 な もの であ り,一 方,通 俗 音 楽 とよぶ もの のな か に,よ りゆた か な表 現 と精神 をみ い だす」 とい

うの で あ る。 ま た農 漁 民 の うた は,「 卑 俗 」(vulgar)な もの か も しれ ない が,「 しか し私 は,そ れ

らが真 の感 情 の 吐露 だ と考 え る。 古 典 的音 楽 と通俗 音楽 とを まぜ あ わせ る こ とは で き るの だ 」 と

い って い る。 この よ うな と ら えか た は,そ れ ま で に な か っ た の で は な い だ ろ うか。(山 住1967:

pp.34-35)

　雅俗 の別を排 して 日本音楽の改革を行 うために西洋音楽を取 り込み,公 教育における唱歌 をそのた

めに位置づ けようとした 目賀田を評価 しなが らも,そ の上申書が,「 どれだけ生か されたか,と くに

雅俗の区別 をや めよ うとい う主張が どれだけつ らぬかれ たか となる と,疑 問がでて くる」と山住(1967:

pp.44-45)も 指摘す るように,国 楽論 の嚆矢 となった 目賀 田や神 田孝平等の視点 と,そ の後 の唱歌教育,

さらには戦後の音楽教育は大 きく乖離 してい くことになる。 しか し,農 漁民の うた,す なわち,民 謡,

民俗音楽 を 「真の感情 の吐露」 と捉えた 目賀 田が,古 典的な音楽 にはない民俗音楽の特質を捉えてい

た とい うことは,現 在の状況か ら考えれば注 目すべきである。

　 戦後になって,民 間教育団体音楽教育 の会でわ らべ うたが教材 と して取 り上 げ られ る 。 山住 は,

音楽教育者の自主的な研究 と実践の努力 としてその ことを評価す ると同時に,わ らべ うたはその地域 ・

その学校 の子 どもによって異なるものであ り,子 どもと,教 材である音楽その ものとを,た えず新鮮

な目でとらえる努力を しなければ,そ の歌はわ らべ うたではな くなって しま う,と 警告す る(1966:

p.111)。 これは,わ らべ うたが地域によって異な ること,一 つの楽曲 として楽譜に固定 され るもので

はないことを指 してお り,民 俗音楽 としての特徴 を指摘 した ものである。

　 また,戦 前の替え歌を例に とりあげ,歌 をつ くりか え伝承 してい く過程 にふれて,そ こには,子 ど

もたちの音楽的能力を発達 させ るゆたかな可能性があるとも指摘 してい る(山 住1966:p.78)。 これ も,

口頭伝承によって伝播 し,伝 えられる過程でつくりかえられ る民俗音楽のもう一つの特徴の指摘である。

4.日 本 へ の コ ダ ー イ の 紹 介

　な じみのあるフシに,そ の時その場での思いを自在 にのせて 「替え歌」 として うた うことは生活の

なかに息づいてきた民謡の特徴であるが,羽 仁協子はコダーイを 日本に紹介す る最初期にその民謡研

究 と教育の連携 にふれなが ら,替 え歌について次のよ うに述べている。
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　 「か え うた」 を楽 しみ,高 く評 価 で き ない もの は,そ の他 の遊 ぎ うた の こ と もほん と うに は分 ら

ない。(中 略)「 か え うた」 の か え方 の 中に生 き てい るハ ンガ リー の子 どもの創 造 性,精 神 的 特徴 を

た よ りに,コ ダー イ とそ の弟 子 た ちは,今 日,保 育 園 の教材 といわ れ るハ ンガ リー の遊 ぎ うた の"古

典 的 な"諸 型 をえ らびだ した の であ る。 この プ ロセ スは,保 育 園の教材 篇 と民謡 大観 の 「遊 ぎ うた」

集 を く らべて み る とき,ど ん な にたい へ んな仕 事 で あっ たか,あ とをた どって い くだ けで も頭 の下

が るよ うな もので あ る。 それ は,素 材 を知 りつ く して い る ものだ け が,子 どもの民族 的伝 承 とい う

神 聖 な 土の か た ま りにた い して,教 育 の名 にお い てふ る うこ とを許 され るメス の働 きで あ る。(羽

仁1968:pp.193-194)

　 約半世紀前 に園部三郎 らによってコダーイが 日本 に紹介 され,国 際音楽教育協会(ISME)等 を通

してハ ンガ リーの音楽教育への関心が高ま り,1960年 代後半か らは長期 ・短期含 めてハ ンガ リーで

学んだ 日本人 を中心にその影響 が 日本 に ももた らされ るが,本 間雅夫 によれば,当 初,「 コダーイ ・

システムの全貌が知 られてお らず,た だ,ハ ンガ リーの民族的な音階か ら教育を出発 させ,声 による

音楽が中心であ り,ソ ル フェージュが重視 され るな どとい うことが,断 片的にわかっている程度であっ

た。また,コ ダーイやバル トークには,声 のための教育的作品もあって,そ れが うたわれてい るなども,

知 らされていた。 コダーイ ・システムが本格的 に 日本 に紹介 され るのは,羽 仁協子氏 の帰国後1967

年頃か らであった」 と言 う(1983:p.90)。 先 にあげた羽仁の引用 では,山 住 の意味づけた替 え歌 の

捉 えは見 られないものの,必 読 の書 として柳 田國男 とともに小泉文夫 『日本伝統音楽の研究』(1958)

や 『音楽芸術』誌 にお ける 「日本の リズム」の連載(1962-1963)を あげ,ハ ンガ リーで 「すべての

知識人の共有の財産 となっている」コダーイの音楽史,民 俗学,言 語学関連の論文に相当するもの と

位置づけて熟読す ることが勧 め られている(羽 仁1968:pp.200-201)。 訳書の解説 として,『ハンガ リー

民謡大観』 をは じめ とする民俗音楽研究 と深 く連携 したハ ンガ リーの教育のあ り方か ら学び,日 本で

の研究の蓄積 と教育関係者 による理解 の必要性が述べ られ てい るのである。1969年 に出版 され たコ

ダーイ芸術教育研 究所編 『こどもの集団 ・遊び・音楽』で も,『ハ ンガ リー民謡大観』の第1巻(遊 戯歌)

を引用 してハ ンガ リーか ら学ぶ姿勢 を示す と同時に,小 泉の 『日本伝統音楽の研究』や小泉が監修 し

た 日本のわらべ うたに関す る書籍が参考文献 として提示 されてお り,ハ ンガ リーを参考 に しなが らも,

日本の民俗音楽研 究 と教育 との接点が真摯に模索 されていたことが読み取れ る(コ ダーイ芸術教育研

究所1969:P.2,PP.12-24)。

　 しか し,ハ ンガ リーの音楽教育 の卓越性 を見聞 した 日本人 が増 え るにつれ,1962年 に 「ハ ンガ

リーの音楽教育については,ま だほとん ど知 られていないが,参 考になる点がす くなくない」(園 部

1962:p.197)と 言 っていた園部 を して,「残念な ことに,日 本 の音楽教育界には,ま だまだ外 国模倣

の悪習慣が強 く残 ってい る(中 略)オ ルフ・システムや コダーイ・システムは,わ れわれに とって,『他

山の石』 とはなっても,そ のままわれわれ 自身 のものであることはできない」(園 部1970:p .61)と

言わ しめる状況が 目立つ よ うになる。1981年 には札幌で第5回 国際 コダーイ ・シンポジ ウムが開催

され て400名 の 日本人参加者 が集い,翌1982年 には,コ ダーイ ・ゾル ター ン生誕100年 記念講座 が

東京で開催 され,そ の副題 には 「コダーイの音楽教育の思想 とその実際」 とい うタイ トルがっ けられ

た。そ こには,メ ソー ドや システムの安易な模倣 に陥 るのではなく,コ ダーイの思想 を理解 し,そ の

理念に共感 しよ う,と い う主 旨が当時の 日本 コダーイ協会会長 の谷本一之によって述べ られているが

(谷本1982),し か し,デ モ ンス トレーシ ョンで行われ たのはソル フェージュの公開授業で,「 コダー
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イ ・シ ステ ムに よる音 楽 が確 実 に身 につ く活動 」 とい う題 目で あ った。

　 第5回 国際 コ ダー イ ・シ ンポ ジ ウム の総 括 と して,谷 本 は,「 い わ ゆ る コダー イ ・シス テ ム とか,

コダーイ ・メ ソー ドとか言 われ て普 及 して い る音 楽 教 育の 体系 が,単 に音 楽教 育 上 の抽 象 的 な方 法論

と して あ るので はな く,一 民 族 の歴 史 と課 題 に深 くか かわ っ た もので あ る こ とが 明 らか にな るの で あ

る。 この た めに シス テ ム とか メ ソー ドとい う限 定 され た内容 の言 葉 を使 うこ とは必 ず しも適 当で は な

い」(1981.10:p.55)と 述べ て い る。 また,パ ネ ル ・デ ィスカ ッシ ョンで はセ シ リア ・ヴァイ ダが,「 ア

メ リカで経 験 した失 敗 の一 つ は,ハ ンガ リー の コダーイ ・メ ソー ドの表 面的 な ものだ け を取入れ,で

きあが った ものはむ しろ コダー イ の哲学 ・主 張 か らは反対 の ものだ った とい うこ とです。 そ こか らは,

全人 的 な発 達,人 間的 な 発達 とい うこ とでは な くて,テ クニ シ ャ ン とい うもの がで き上 が った とい う

失敗 が あ りま した。 そ こで 私 は,今 後 の問題 と して,私 た ちは これ か らハ ンガ リー の模倣 ・反 復 を繰

返す 必 要 が あ るだ ろ うか とい うこ とを考 え ます。(中 略)コ ダー イ の哲 学 を 中心 に,高 度 に知 的 な水

準 に高 め るた めの努力 を したい」(1981.10:p.53)と ア メ リカ の事 例 にふ れ なが ら述 べ てい る。

　 こ うした反 省 が な され た原 因 は,コ ダー イの理 念 にお い て,わ らべ うたの よ うなそ れ ぞれ の民俗 音

楽 か ら芸術 音 楽へ 向 か う音楽 教 育が どの よ うに位 置 つ いて いた の かが十 分 に理解 され て いな か った こ

とにあ る。 くわ えて,民 俗 音 楽研 究 の振 興 が音楽 教 育 の前提 と して あ り,ハ ンガ リー で は組 織 的 ・継

続 的 に研 究 が蓄積 され て い る,と い う,最 初 期 に羽仁 が 指摘 してい た よ うな認識 が,時 代 を経 るにつ

れ て薄 くな って い った こ とも も う一つ の原 因で あ ろ う。 この状況 は,近 年 の コダー イ ・コ ンセ プ トへ

の注 目の なか で もそれ ほ ど変 わ って はい な い。 そ こで,次 章 で は,現 在 のハ ンガ リー にお け る民俗音

楽研 究の状 況 につ いて ハ ンガ リー か らの報告 を行 う。

5.ハ ンガ リー にお ける民俗 音楽研究

　 ハ ンガ リー にお け る主要 な音 楽研 究 所 と して,ハ ンガ リー科 学 ア カデ ミー 人文 科学 セ ンター音 楽学

研 究所(MTA　 BTK　 Zenetudomanyi　 Intezet)を あげ る こ とが で き る。2013年 夏 の組 織 変更 に よっ て人文

科学研 究セ ンター(BTK)の 管轄 下 に位 置づ け られ てお り,そ の組織 は図1の 通 りで あ る。

図1　 ハンガリー科学アカデ ミー人文科学研究セ ンター音楽学研究所の位置づけ
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　 バル トー ク と コダー イ が民謡 蒐集 に着 手す るの は20世 紀 初頭 か らだ が,ハ ンガ リー 科学 ア カデ ミー

に は1933年 に民俗 音 楽専 門委員 会 が設 立 され,ハ ンガ リー 民俗 音 楽の編 集 と出版,民 俗 音楽 の採 集 ・

研 究 と指 導 が コ ダー イや バル トー クに託 され た。1943年 に は コダ ーイ はハ ンガ リー科 学 アカ デ ミー

の客 員会 員 とな り,1946年 か ら1949年 ま でハ ンガ リー 科学 ア カデ ミー 会長 に就 任 す る。1953年 に は

ハ ンガ リー科 学 アカ デ ミーの 民俗音 楽研 究部 署 が設 立 され,1958年 にバル トー クの息子,Ｉfj.バ ル トー

クがバル トー ク遺 品 をハ ンガ リー科 学 ア カデ ミー に寄贈,1961年 にバ ル トー ク ・アー カ イブ設 立(主

任 シ ョム フ ァイ ・ラー ス ロー),1965年 に 民俗 舞踊研 究部署 設 立(主 任 マル テ ィン ・ジュル ジ),1969

年バ ル トー ク ・ア ーカ イ ブ を音 楽 学研 究 所 と名 称 変 更(所 長 サ ボル チ ・ベ ン ツ ェ),1973-1980年 に

音楽 学研 究 所 と民俗 音 楽研 究 グル ー プ が合 体,1984年 に音 楽学研 究所 の建 物 が完 成 し,翌1985年 に

開所,2012年 に は リヒテル ・パ ール(リ ス ト・フ ェ レンツ音 楽芸 術大 学 民俗音 楽 学科 主任)が 所 長 となっ

て現 在 に至 る。

　 一方,コ ダ ーイ とバル トー クが教 えてい た リス ト ・フ ェ レンツ音 楽芸 術大 学 で は コダーイ とそ の弟

子 た ち に よって1949年 に民俗 音 楽研 究 グル ー プ が結成 され,1951年 に は音楽 学 学科 設 立 とな り,コ

ダー イ らに よ って 民俗 音 楽 が講 ぜ られ る。 コダー イ の死 後,1967年 か らライ ェツ キー ・ベ ン ジ ャ ミ

ンが主任 とな って 民俗 音 楽研 究 グル ー プ は継続 され るが,19734980年 の 間 に科学 ア カデ ミー の音 楽

学研 究所 と合 体す る。

　 次 に,ハ ンガ リー科 学 アカデ ミー の音 楽 学研 究所 の研 究 内容概 要 と,主 要 な出版物 ・オ ンライ ン・デ ー

タベ ー スにつ い て示す。

(1)民 俗音楽研究

　 民俗音楽学研究,ハ ンガ リー民俗音楽大観(ハ ンガ リー民俗音楽討論集)

　 バル トーク分類システム とコダーイ分類 システム,編 集,出 版,そ の他民俗音楽採集の整理 ・分

　 類,出 版。民俗楽器,民 俗器楽曲の分類,出 版,民 俗音楽史 と比較研究(フ ィンウゴル族 ・トル

　 コ ・アフ リカ ・南アフ リカ ・オセアニア ・アジア諸国の民俗音楽,近 隣の民俗音楽,歴 史的源泉)

　 わらべ遊び,民 俗習慣の歌 と器楽音楽研究,分 類整理,出 版,「 ヨー ロッパ スタイルのメロディー・

　 カタログ」専門図書収集,音 源集出版,音 楽文化人類学研究

(2)民 俗音 楽 アー カ イ ブ

　 ハ ンガ リー,少 数 民族,近 隣民族,フ ィン ウゴル族,ト ル コ と世 界 の民俗 音楽 と民俗舞 踊(ド キ ュ

　 メ ン ト,レ コー ド ・CD・ 録 音 テ ー プ ・フイ ル ム ・ビデ オ,写 真 な どの収集 物),保 存,収 集,カ

　 タ ログ化,デ ジ タル化,そ の他 オ ンライ ン,CD,　 DVD編 集

　 音源:約18,000時 間(内 約4,500本 蝋 管 蓄音機 シ リンダー約200-250時 間分19世 紀末 か ら1950

　 年代 まで 一ハ ンガ リー民 俗博 物館保 管,現 時 点 でお よそ70%デ ジ タル化)

(3)民 俗舞踊研究

　 民俗舞踊学研究 と出版,民 俗舞踊史の研究,舞 踊スタイル,比 較分析研究,モ ティーフ分類,キ

　 ネ トグラフィとその分析,民 俗舞踊の民俗学 ・文化人類学的研究
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(4)民 俗 舞 踊 ア ー カ イ ブ

　 映 像 集:16mmフ イ ル ム:約240,000　 m一 約750時 間(無 声125,000m-465時 間,音 声115,000m-

　 275時 間),8mmフ イ ル ム:10,000m,ダ ン ス 音 楽:約10,000曲,舞 踊 写 真:約50,000枚,記 録 集:

　 約1,700件,キ ネ ト グ ラ フ ィ 集,モ テ ィ ー フ 集

(5)民 俗音楽研究出版物

　　『ハ ンガ リー民俗音楽大観』

1.Gyermekjatekok(1951)Szerk.:Kerenyi　 Gyorgy　 Magyar　 Tudomany　 Akademia(わ ら べ 遊 び)

II.　Jeles　 napok(1953)Szerk.:Kerenyi　 Gyorgy　 Magyar　 Tudomany　 Akademia(祭 礼)

III.　A-B.　 Lakodalom(1955-56)Szerk:Kiss　 Lajos　 Magyar　 Tudomany　 Akademia(婚 礼)

IV.　Parositok(1959)Szerk.:Kerenyi　 Gyorgy　 Magyar　 Tudomany　 Akademia(求 愛)

VSirat6k(1966)Szerk.:Kiss　 Lajos　 es　Rajeczky　 Benjamin　 Magyar　 Tudomany　 Akademia(哀 悼 歌)

VI.　 Nepdaltipusok　 1.(1973)Szerk:Jardanyi　 Pal　 es　Olsvai　 ImreAkademia　 Magyar　 Tudomany(民 俗 音

楽 分 類)

VII.　 Nepdaltipusok　 2.(1987)Szerk.:Olsvai　 Imre(Jardanyi　 Pal　 rendszereben)Magyar　 Tudomany

Akademia(民 俗 音 楽 分 類)

VIII.　 A-B.　 Nepdaltipusok　 3.(1992}Szerk.:Vargyas　 Laj　os(Fomunkatarsak:Domokos　 Maria　 es　Paksa

Katalin)Magyar　 Tudomany　 Akademia((民 俗 音 楽 分 類)

IX.　Nepdaltipusok　 4.(1995)Szerk.:Domokos　 Maria　 Ballasi　 Kiado(民 俗 音 楽 分 類)

X.Nepdaltipusok　 5.(1997)Szerk.:Paksa　 Katalin　 Ballasi　 Kiado(民 俗 音 楽 分 類)

XI.　Nepdaltipusok　 6.(2011)Szerk.:Domokos　 Maria　 Ballasi　 Kiado(民 俗 音 楽 分 類)

XII.　Nepdaltipusok　 7.(2011)Szerk.:Paksa　 Katalin　 Ballasi　 Kiado(民 俗 音 楽 分 類)

Magyar　 Nepzenei　 Antlogia.　 Anthology　 of　Hungarian　 Folk　 Music.　 Complete　 Digital　 Edtion(2012)fo

szerk./eds:Richter　 Pal(ノ ・ン ガ リ ー 民 俗 音 楽 の ア ン ソ ロ ジ ー)

(6)民 俗 舞 踊 研 究 出 版 物

　　 Felfoldi　 Laszlo‐Pesovar　 Erno　 szerk.(1997)Amagyar　 nep　 es　nemzetisegeinek　 tanchagyomanya.

　　 Masodik,　 javitott　 kiadas.　 Budapest:Planetas.(ハ ン ガ リ ー 民 族 と 少 数 民 族 の 伝 統 的 な 舞 踊)

　　 Fugedi　 Janos‐Vavrinecz　 Andras　 szerk./eds.{2013)Regi　 magyar　 tancstilus‐Az　 ugros.　 Antologia.　 Old

　　 Hungarian　 Dance　 Style‐The　 Ugros.　 Anthology.　 Budapest:L'Harmattan‐MTA　 Bolcseszettudomanyi

　　 Kutatokozpont　 Zenetudomanyi　 Intezet.(古 い ハ ン ガ リ ー 舞 踊 ス タ イ ル ー ウ グ ロ ー シ ュ)

　　 Fugedi　 Janos(2011)Tanc‐Jel‐ 　lras.　A　 neptancok　 lejegyzese　 Laban-kinetografiaval.　 Szolo-es

　　 korformak.　 Fiiggelekkel.　 Budapest:L'Harmattan-MTA　 Zenetudomanyi　 Intezet.(舞 踊 一 サ イ ン ー 記 譜.

　　 ラ バ 舞 踊 記 譜 法 を も と に.ソ ロ と サ ー ク ル ・ フ ォ ー ム)

　　 Karacsony　 Zoltan　 szerk(2004}Magyar　 tancfolklorisztikai　 szoveggyujtemeny.1.kotet.　 Budapest:

　　 Gondolat　 Kiad6-Europai　 Folklor　 Intezet.(ハ ン ガ リ ー 舞 踊 民 俗 学 用 語 集)

　　 Lanyi　 Agoston‐Martin　 Gyorgy‐Pesovar　 Erno(1983)Akorverbunk　 tortenete,　 tipusai　 es　rokonsaga.

　　 Budapest:Zenemukiado.(サ ー ク ル ・ベ ル ブ ン グ の 歴 史 ・分 類 ・関 連 の あ る 舞 踊)
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Martin　 Gyorgy(1964)Motivumkutatas,　 motivumrendszerezes.　 A　 sarkozi‐Duna　 menti　 tancok

motivumkincse.　 Budapest:Nepmuvelesi　 Intezet.(モ テ ィ ー フ 研 究 ・分 類 ・整 理 ・シ ス テ ム 化,シ ャ ー

ル ク ジ と ド ナ ウ 川 沿 岸 地 方 の ダ ン ス と モ テ ィ ー フ の 宝)

Martin　 Gyorgy(2004)Matyas　 Istvan　 Mundruc".　 Egy　 kalotaszegi　 tancos　 egyeniseg　 vizsgalata.

Szerkesztette　 Felfoldi　 Laszlo-Karacsony　 Zoltan.　 Budapest:MTA　 Zenetudomanyi　 Intezet-Planetas.(マ ー

チ ャ ー シ ュ ・イ シ ュ ト ヴ ァ ー ン 「ム ン ド ゥ ル ツ 」)

Martin　 Gyorgy(1970-1972)Magyar　 tanctipusok　 es　tancdialektusok.1‐III.　 melleklettel.　 S.1.　Budapest:

Nepmuvelesi　 Propaganda　 Iroda,　 s.a.(ハ ン ガ リ ー 舞 踊 分 類 と 各 地 方 の 特 性)

Pesovar　 Erno(1986)Amagyar　 paros　 tancok　 torteneti　 retegei.　 Szombathely:Megyei　 Ifjusagi　 es

Miivelodesi　 Kozpont.(ハ ン ガ リ ー ・カ ッ プ ル 舞 踊 の 歴 史)

(7)オ ンラインデータベース

　 ① コダーイ分類 システム

　　 コダーイ ・ゾル ター ンの民俗音楽採集 と歴史的なオ リジナル作品による自筆メロディー譜集

　　 コダーイ分類システムには,30,000以 上の旋律数 が集め られ ている。 コダーイの採集のもの と

　　 彼の弟子 によって採集 された民俗音楽。その他 に18世 紀か ら19世 紀に出版 された音楽作品。

　　 記録用紙には コダーイの 自筆がある。

　 ②民俗音楽の出版図書 にある音源

　　 6,000曲 の音楽,音 質(128kbps,41kHz,　 mono　mp3),最 初 の歌詞,ア ーカイブ番号,曲 種,詳 細,

　　 楽器,場 所,件,採 集時期,採 集者名,演 奏者,誕 生 日,著 書名,出 版場所 と時期,編 集者,

　　 出版社,出 版番号,録 音番号

　 ③民俗舞踊オンライン ・デー タベース

　　 民俗舞踊アーカイブ255件 の16mmと その他の映像 を含む

　　 ハ ンガ リー民俗舞踊の分類,各 地方の特色ある舞踊,舞 踊の全部が映像に収め られている。

　 ④ 民俗音楽 と民俗舞踊の写真オンライ ン ・データベース

　　 5,000件 の民俗音楽 と民俗 ダンス,そ れ らの民俗学的分類,1950年 か ら1989年 までの採集

　　 データベースの内容項 目:連 番号,採 集場所,時 期,採 集者名,写 真の記録,舞 踊種類,ネ ガ

　　 の長 さ

　 ⑤ 民俗音楽出版物 とオ リジナル の民俗音楽の音源 オ ンライン ・デー タベース

　　 309件 のオ リジナル民俗音楽録音

　　 内容項 目:著 者名,編 集者,出 版場所,出 版時期,出 版社,そ の他音楽タイプ,曲 数,シ リー

　　 ズ名

6.コ ダーイの音楽教育理念 における民俗音楽 の意 義 と必要性

　 コダーイ・ゾル ターンは,ハ ンガ リーの文化建設の基盤であ り,完 全 なる人間の形成の基礎になる

音楽教材は,自 国の民俗音楽であると提言 してい る。

　1951年,コ ダーイはハンガ リー民俗音楽の採集 の集大成 として『ハ ンガ リー民俗音楽大観』第1巻 「わ

一30一



らべ遊 び」 を出版 した。 その序 文 に子 ど もの 遊び の意 義 につ い て 「わ らべ遊 び に よって民俗 音 楽 に あ

る古代 の様 相 を よ り奥 深 く見極 め る こ とが で き る。(遊 び は)動 き と構 想 と簡 単 な歌 が ひ とつ に ま と

ま り,原 始 的 で あ り,そ して 複雑 な現 象 で あ る」 と述 べ て い る(Kodaly　 1964a:p.190)。 また,わ ら

べ遊 び の特 性 につ い て,「 大人 の音 楽 生活 の 中で 消 えて しま った純真 で,自 由な原始 的 な遊 び で あ る。

大 人 た ちは,い つ も堅 苦 しい形 式や 型 には め込 も うとす る。(遊 び は)小 さな バ ラ トン湖 の貝殻 の よ

うに,モ テ ィー フが ま とま って張 り付 き,い つ も変化 し,ま るで夢 の 中で2人 か多 くの人 が一 度 に現

れ るか の よ うに,メ ロデ ィー の原 子 が一 つ にな った り,離 れ た りす る。 民俗 文 学 の永遠 の謎:す べ て

が散 り散 りに な った ものや 異 な る要素 が ひ とつ にか た まっ てい る もの が集 ま って い る。 また,つ ね に

燃 えた ぎる高炉 の 中 で一度 に新 しくな った り,あ るい は古 い ものが 消 えた りす る。 一 しか し,そ の 中

には不朽 な ものが残 り,新 た に生 まれ 変 わ る」(Kodaly　 l964a:p.190)。 続 いて,遊 び はそ の 国 自身 の

特徴 と豊 かな人 間性 と して共通 感 情や 生 き る喜び を高 め,こ の原 始 的 な遊 びが 国や 文化 の発 展 に寄 与

す るこ とを主 張す る。

　 次に民謡の価値は 「民謡は,諺 のよ うに簡単に作ることはできない,数 世紀の人々の知恵や教 えが

漉 され,歌 の伝統 として数世紀 の感情が精錬 され磨かれた形で永遠に生 きてい る。できるだけ多 くの

若者 の心に与えれば,祖 国 とよりよい関係 をもつ ことができる。 どんな大傑作 もこの伝統の役割 を補

うことはで きない」(Kodaly　1964a:p.109)。 つま り民謡 は人間の心の宝庫である。

　 わ らべ遊びや民謡 の価値 を生かすためには,ふ たたび原点 に戻 り,こ れ らは単なる昔の遊びや歌 と

してでな く,生 活の一部であるよ うに,遊 び,歌 う必要性 を感 じさせ なけれ ばな らない。 コダーイは,

自分 の目と耳で確 かめ,と もに村人 と生活することを奨励する。

　 「学者 のよ うに参考文献 を収集す るよ うに 『理解す る』 のは十分ではない。それ は,た ぶん外国の

もの となる。伝統 とい うものは人 とともに生活 し,人 間的な関係 を保つ ことである。生 きたもの と生

きた もの とが,目 と目が会わなけれ ばならない。 日に 日に機械 を使 うことが多 くなっている。生きた

作品や民謡の雰囲気 は機械では感 じられ ない」(Kodaly　1964b:p.232)。

　 コダーイの音楽教育理念 は,ハ ンガ リー音楽文化の発展のために,そ してハ ンガ リー人がよ りハ ン

ガ リー人 らしく,人 間がよ り人間 らしく成長す るために,自 国の民俗芸術 を基盤 に した哲学である。

7.考 察

　民俗音楽の位置づけの大きさは,歴 史的な経緯か らも現在 の組織や研究成果 を見て も,ハ ンガ リー

の音楽学,音 楽教育体制のなかで際立った特徴 となってい る。近年は とくに,ア ーカイブの蓄積 とと

もにオンライ ン資料や出版物での公開 と発信 に力が入れ られていることがわか る。 コダーイは,「 理

論 は時代遅れになって しま うことがあるが,十 分に吟味 して出版 された資料は決 してそ うはならない」

と 『ハンガ リー民謡大観』の第2巻(1953)の 序文に書いている とい う(Eosze　 1994:p502)が,政

治体制の変動 もふ くめて決 して平坦な道の りではなかったにもかかわ らず,コ ダーイやバル トークを

中心 として形作 られてきた民俗文化尊重の姿勢が現在 も しっか りと根づいている。

　 しか しなが ら,今,日 本の学校教育で我が国の伝統文化の尊重が課題 とされ る根拠は中教審答申で

示 された 「国際社会に生 きる日本人 としての 自覚の育成」である。第二次世界大戦前のハ ンガ リー と

比べて状況は異なる として も,コ ダーイが唱えた民俗の重視が 日本 と決定的に違 うのは,「 民族 〔俗〕
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音楽は原始的な音楽ではない。千年に亘つて発展,成 熟 してきた芸術である …　 　 したがって,こ の

音楽は我々の民族精神 の最 も完全 な音楽的表現なのである。民族 〔俗〕音楽は,た だ農民階級 のため

の音楽文化であるだけでは,そ の役割 を充分に果た しているとは言 えない。それは我々全てに とって

もまだ重要な意味をもっている。なぜな らば,そ の音楽は,真 に国民的な音楽文化 の芽生 えを内包 し

てお り,そ れ を発育 させ,実 を結ぶ ようにす るのが教養 階級の責任 なのである」(エ ウセ1974:p.67)

とい うコダーイの論文にあるよ うな視座 の欠如である。

　歌舞伎,能,雅 楽のよ うに,「 国際社会に」誇 る芸術 と しての 「伝統音楽の理解」 とい う外的な理

由づけは,子 どもたちの内側に 自文化 を形成す る根拠 とはな らない。国楽創成 を掲 げて西洋音楽を移

入 して唱歌教育を展開 し,敗 戦 によって西洋音楽による戦後の音楽教育が整備 され るなかで,日 本で

は打ち捨て られ てきたもの,す なわち,民 俗への着 目が実はハ ンガ リーの音楽教育の原点にある。た

とえば,戦 後の音楽教育 を反省 し,小 泉理論 を参照 しなが らわ らべ うたか らの音楽教育 を構想 した

1960年 代 の状況に立 ち返ってみるこ とも史的な考察 と しては有益であろ う。 園部 は,1963年 に次の

ように語っている。

　伝統を,古 来か らの歴史的民族伝統 と,外 来の影響の同化物で今 日または未来の 日本人 にとつて,

創造的エネル ギー とな りうる質 との2つ の面で捉 える必要がある と考えるからである。 この2つ の

面の統一的把握に立つた とき,私 たちは,は じめて,正 しく,バ ル トー クや コダイの創造過程 と教

育原理を理解す ることができるのであ り,し か も,そ れはそのまま 日本に適用 され うるものではな

い,と い うきび しい見解によつて,明 らかに学び うるものを貧欲 に摂取す ることが必要なのである。

(園部1963:P.37)

　 日本の音楽は純粋 固有 なものでできているわけではな く,外 来の音楽を受け入れ,同 化 し,融 和 に

よって展開 されて きた。また,明 治期以降は国楽創成の名の もとに西洋音楽が公的 に導入 され,在

来の音楽の一部 は湮滅 に瀕 して きた。そ うした状況をふ まえなが ら,「 創造的エネルギー」 とい うこ

とばで園部が述べているよ うに,日 本の音楽文化 の状況 を教育 と結びつ け,次 代のために模索 した

1960年 代にハ ンガ リーか ら得た示唆 は非常に大 きなものがあった と言えよ う。

8.お わ りに

　 日本では,主 としてハ ンガ リーの音楽教育の方法論 に注 目が されてきた。 しか し,ハ ンガ リー民俗

音楽研 究にっいてハ ンガ リーでの現在の状況を知ることにより,現 在に至るまでの蓄積 と研究の厚み,

さらには未来 に向けた取 り組みに圧倒 され る 。コダーイ らによって1951年 に着手 された『ハ ンガ リー

民俗音楽大観』 の仕事が,2011年 に第12巻 を発行 して継続 されてい ることもその一つのあ らわれ で

あろ う。 日本 でも,戦 前 に町 田佳聲や藤井清水 らに よって着手 されたNHKの 『日本民謡 大観』が
,

約半世紀かけて戦後まで受 け継 がれ,小 泉 を中心 とす る東京藝術大学民族音楽ゼ ミナールに よって発

刊 され てきたが,そ の膨大な労力 と集成が どこまで活用 されてきてい るかを考 えた とき,あ らためて

ハンガ リーにおける民俗音楽研究 と音楽教育 との関係か ら学ぶべ きものの大き さが感 じられる
。
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注

　 　 大 正 期 に は 童 謡 運 動,昭 和 戦 前 期 に は郷 土 教 育 の潮 流 の な か で,わ らべ うた に 注 目が な され た が,い ず れ も子 ど

　 　 もの 間 に伝 承 され て い る 自然 な わ らべ うた が 楽 曲 と して 加 工 され た も の だ っ た。 詳 し くは,(権 藤2005)参 照 。

　 　 ハ ンガ リー 科 学 ア カデ ミー の資 料 を も とに 高橋 が 作 図 。

3　 岩 井(1992)に お け る フ ォー ラ イ ・カ タ リ ン との 対 話
,シ ャー ロ シ(1994)に よ る生 き た民 俗 音 楽 へ の鋭 い視 点,

　 　横 井(2005)に み られ る,ダ ン スハ ウス 運 動 を通 した ハ ン ガ リー の 現 代 文化 の 状 況 な どか ら も,ハ ン ガ リー にお

　 　 け る民俗 音 楽 文 化 の位 置 の 大 き さ に気 づ か され る。
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